
渋 川 警 察 署 協 議 会 議 事 録 

（令和７年度第１回定例会議) 

 

開 催 日 時 令和７年６月２７日(金)  午後３時３０分から午後５時１５分までの間 

開 催 場 所 渋川警察署 大会議室 
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委   員

(定数１２人) 

 髙橋会長 飯島委員 齋藤委員 本多委員 中澤委員 

 湯本委員 石関委員 塚越委員 侭田委員 飯塚委員 

 小鮒委員 森田委員 

計１２人 

警  察 

佐藤署長 石田副署長 濱名会計官 星野警務課長 

神宮留置管理課長 梶原生活安全課長 長井地域課長 

藤井刑事課長 並木交通課長 警務係長 

計１０人 

そ の 他 
 

 
 

議   事   の   概   要 

１ 挨拶概要 

(1) 会長挨拶 

  警察署の皆さんには、犯罪抑止、交通事故防止など「安全で安心なまちづくり」のた 

めに、昼夜業務に取り組んでもらい、感謝と敬意を表したい。 

  私達からは積極的に意見や要望を出して、それを警察の業務運営に反映してもらえれ 

ば、地域住民が安心して暮らせるまちづくりにつながると考える。 

(2) 署長挨拶 

皆様方には、平素から警察行政各般にわたり、御支援、御指導を賜り、改めて感謝申 

し上げる。 

皆様方には、これから１年間、渋川警察署協議会委員として御協力をいただくが、各 

地域や職域の代表として、我々警察に対する様々な忌憚のない御意見や御要望などをい 

ただき、これを真摯に受け止め、今後の警察署の業務運営に、積極的に反映させていき 

たい。 

今後とも、安全で安心な渋川・吉岡・榛東地区の実現のため、治安の維持に万全を期 

して行く所存である。 

２ 概要説明事項（説明者 署長） 

(1) 刑法犯認知状況 

(2) 重要犯罪・重要窃盗認知状況 

(3) 主な手口別発生状況 

(4) 特殊詐欺認知状況 

(5) 被害防止活動 

(6) 各市町村の犯罪発生状況 

(7) 交通事故発生状況 

(8) 交通事故抑止活動 

(9) 主な事件・検挙状況 

(10) １１０番通報受理内容 

(11) 警察安全相談受理内容 

３ 意見・要望等（○～委員、●～署長等） 



  ○ 外国人犯罪の推移及び動向、これに対する対策や取り組みについて伺いたい。〔質問〕 

 ● 令和６年中の来日外国人検挙人員は４７５人、日本人を含めた総検挙人員に占める割 

合は全体の約１２％で、全国で２番目に高い。 

   国籍別では、ベトナム、インドネシア、カンボジア、ブラジルの順となっている。 

   当署でも年々増加傾向にあり、外国人犯罪の特徴として空き家対象の侵入窃盗、金属

盗、ドラッグストア対象の万引きが上げられる。 

   対策等として、警察本部との情報共有・連携による犯行グループの割り出し、よう撃

捜査、レッドランプ警戒等を実施し、検挙と抑止を徹底する。［回答］ 

 ○ 水沢地区の廃墟ホテル敷地内にゴミが捨てられ、増えている。何か対策ができないか。

〔要望〕 

 ● お尋ねのゴミについては、第三者が投棄したゴミではなく、所有者が収集し、 

後に再利用予定の有価物であると承知している。 

   生活環境上支障があるようであれば、行政に情報提供し必要な指導を行っていきたい。

〔回答〕 

○ 市内、関口病院の北側の交差点は、横断歩道が３方向しかなく、あと１方向がない。 

 改善できないか。〔要望〕 

●  現地確認を行い、本部交通規制課と改善可能か協議する。〔回答〕 

 ○ 先ほど、パトカーによる警戒という話があったが、野菜や米などの盗難が今後増える 

のではないかと思われるので、農作物の窃盗被害防止のためのレッドランプ警戒を実施 

してはどうか。〔意見〕 

 ● 榛東村のブドウ、小野上地区のイチゴなどについては、窃盗被害が発生しており、夜 

間等におけるレッドランプ警戒を実施している。 

   昨年は、生産者と協力体制を構築し、外国語での注意表記を掲げる等の施策を実施し 

たところ榛東村のブドウの盗難被害はゼロであった。 

   その他の農作物も、窃盗被害の可能性があるものについては、重点的にレッドランプ 

警戒を実施していく。〔回答〕 

 ○ 検挙も重要だが、犯罪抑止・予防も重要と考える。 

   ３０年前はパトカーをほとんど見なかったが、今は、日中もパトカーを見る機会が増 

えてきた。パトカーが走っていると、速度を自制するので交通事故防止効果も高いと思 

われるため、引き続き、夜間に限らず、日中もパトカーによる警戒を継続してもらいた 

い。〔要望〕 

● ３０年前は、パトカーが配置されていない交番等もあったが、現在は全ての交番・駐 

在所にパトカーが配置されており、市民の目に触れる機会も多くなっているものと思わ 

れる。 

  パトカーの警戒活動による抑止効果は高いと考えられるため、今後も引き続き適切に 

実施していく。〔回答〕 

○ 子供の自転車の運転マナーが悪いと感じている。事故に遭う可能性のある危険な運転 

をする子供もいるため、子供に対する防犯指導を行ってもらいたい。〔要望〕 

● 小、中、高校に対し、交通安全教室を実施している。 

  高校生に対しては、スタントマンによる自転車と車の衝突事故を実際に見てもらうな 

ど、体験型の交通安全教室も実施している。 

  また、駅前において自転車マナーアップ作戦と称する、自転車運転者に対する指導も 

行っている。 

  引き続き、安全な自転車運転方法の啓発活動を行っていく。〔回答〕 

○ 公費で防犯カメラが付くという話があった。 



各旅館は建物や敷地内はカメラが設置されているため、道路への設置を検討していた

だきたい。〔要望〕 

 ● 要望があれば、必要性を検討してそれに応じて各自治体に設置を要請し、自治体によ 

る設置を促している。〔回答〕 

 ○ 吉岡町地内の鮮魚店の周囲道路には、ラバーコーン等を設置していただき、速度低下

措置が講じられ、事故防止につながっている。お礼を申し上げたい。〔意見〕 

 ● 今後も引き続き、意見・要望を伺い、適切に対応していきたい。〔回答〕 

 

 


